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東野義之 ･東野勢津子 (奈良県立医科大 ･節-解剖)
加齢に伴いヒトの組織に生じるCa,P二Mgなどの苔桃が柾や歩行法と関係するか否かを明らかに
するため,ヒ'トと歩行法が_jq･-なる四足歩行のサルの組織の元素含丑の加齢変化を調べた.日本ザルと赤
毛ザルの雄5頭と雌2頭の計7!7fiを用い,年齢は1ケ月から28歳である.日本ザルと赤毛ザルより鍾
骨,椎間円板,後縦敬帯,膝十字槻符,アキレス臆,視神経,三叉神経,槙骨神経,脊髄,胸 ･腹大動
脈を採取し,灰化の後,元素含IEi.･をプラズマ発光分析装置 (ICPSl1000Ⅲ,島津製)で定量し,次のよ
うな結果が得られた.
1.日本ザルの椎間円板のca含量は頚椎の椎間円板が最も高く,胸椎,腰椎の順に低い.この結果はヒ
トの場合と同一である/
2.若い日本ザルの椎間円板のca含量は,ヒトと比較すると,頚椎,胸椎,腰椎の椎間円板のいずれも
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